
第 ３ 章

本 市 農 業 ・ 農 村 の 目 指 す 姿 と

そ の 実 現 の た め の 施 策

● ● ●

　 本 章 第 ２ 節 で 本 市 農 業 ・ 農 村 に 係 る 基 本 デ ー タ を 記 載 し 、 ま た 、 本 章 第 ３ 節 で は 前 期 計 画 の

成 果 指 標 の 達 成 状 況 及 び 重 点 戦 略 の 総 括 を 行 い ま し た 。 ま た 、 生 産 者 、 関 係 機 関 ・ 団 体 等 か ら

な る 「 い わ き 市 農 業 ・ 農 村 振 興 基 本 計 画 審 議 委 員 会 」 、 庁 内 横 断 的 な 関 係 課 の 課 長 職 で 構 成 さ れ

る 「 庁 内 審 議 会 」 及 び 係 長 職 で 構 成 さ れ る 「 作 業 部 会 」 の ３ 階 層 の 会 議 に お い て 本 市 の 農 業 ・ 農

村 が 抱 え る 課 題 に つ い て ５ つ に 分 類 し 整 理 を 行 っ て き ま し た 。 そ の 内 容 に つ い て は 、 次 の と お

り で す 。

第 ４ 節 　 本 市 に お け る 農 業 ・ 農 村 の 課 題

※ 本 項 に お け る 「 対 応 す る 基 本 方 針 」 は 、 本 計 画 の 基 本 方 針 （ P. 3 2  ～  3 4 ） を 指 し ま す 。

・ 人 口 減 少 や 高 齢 化 の 影 響 に よ る 農 業 者 の 減 少 ・ 高 齢 化

・ 担 い 手 不 足 が 深 刻 化 し 、 特 に 高 年 齢 層 の 占 め る 割 合 の 増 加 が 顕 著

・ 兼 業 農 家 が 多 く 、 大 規 模 な 担 い 手 が 少 な い

・ 耕 作 に 供 さ れ て い な い 農 地 が 拡 大 し 維 持 管 理 の 負 担 が 増 加 し て い る

・ 農 地 貸 出 希 望 者 と 農 地 借 受 希 望 者 の マ ッ チ ン グ が 円 滑 で は な い

・ 農 業 者 の 高 齢 化 に よ り 、 農 道 ・ 農 業 水 利 施 設 等 の 管 理 が 困 難

・ 農 道 ・ 農 業 水 利 施 設 の 老 朽 化 に 伴 い 維 持 管 理 費 が 増 加 し て い る

・ イ ノ シ シ 等 の 鳥 獣 被 害 に よ る 生 産 性 の 低 下

・ 中 山 間 地 を 中 心 と し て 、 人 口 減 少 ・ 高 齢 化 が 顕 著 で 地 域 活 力 が 減 退 し て い る

・ 維 持 管 理 体 制 の 弱 体 化 ・ 属 人 化 に よ り 農 地 等 の 適 切 な 維 持 管 理 が で き て い な い

・ 農 業 に お け る S D G s へ の 具 体 的 な 取 組 を 推 進 す る

・ 地 産 地 消 を 更 に 推 進 し 、 地 元 経 済 の 活 性 化 や 環 境 負 荷 の 軽 減 を 図 る

・ 関 係 者( 生 産 者 、 流 通 業 者 、 産 業 支 援 機 関) の 連 携 が 不 足 し て い る

課 題 の

分 類

人

農 地

農 村

そ の 他

（ 連 携 ・ 消 費 ）

生  産 ・ 流  通

・ 生 産 量 の 減 少 に よ る ロ ッ ト 数 の 不 安 定 化 、 流 通 量 の 減 少

・ 気 象 条 件 の 変 化 （ 高 温 等 ） や 、 自 然 災 害 の 増 加 に よ る 労 働 効 率 、 品 質 及 び

  生 産 性 の 低 下

・ ス マ ー ト 農 業 導 入 等 の 省 力 化 が 普 及 し て い な い

・ 農 産 物 や 農 産 物 加 工 品 の 販 路 の 確 保 ・ 開 拓 が 進 ま な い

・ 販 売 価 格 低 迷 や 資 材 価 格 高 騰 等 に よ り 、 収 入 が 安 定 し な い

・ 産 地 と し て 選 ば れ る た め の 更 な る ブ ラ ン ド 化 が 必 要

・ 消 費 者 や 流 通 関 係 者 に 対 す る 更 な る 情 報 発 信 の 強 化 が 必 要

課 　 　 題

1

2

4

5

3

対 応 す る

基 本 方 針 ※
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　 農 業 就 業 人 口 の 減 少 ・ 高 齢 化 や 生 産 資 材 等 の 価 格 高 騰 に よ る 農 業 生 産 コ ス ト の 増 大 、 農 村 の

活 力 低 下 な ど に 加 え 、 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事 故 に よ る 風 評 の 影 響 が 未 だ 残 る ほ

か 、 自 然 災 害 や 気 候 変 動 の 影 響 な ど も あ り 、 本 市 の 農 業 ・ 農 村 は 非 常 に 厳 し い 状 況 に 置 か れ て

い ま す 。 こ う し た 状 況 は 、 農 業 者 だ け の 問 題 で は な く 、 日 常 生 活 の 基 礎 と な る 「 食 」 の 恩 恵 を 受

け る 市 民 一 人 一 人 の 生 活 に も 影 響 を 及 ぼ し ま す 。

　 そ の た め 、 本 市 の 目 指 す 姿 と し て 、 次 世 代 を 担 い 地 域 農 業 の 中 核 と な る 農 業 者 は も と よ り 、

多 様 な 分 野 で 農 業 を 支 え る 関 係 者 や 本 市 の 農 業 を 理 解 し 行 動 す る 消 費 者 な ど の 「 人 づ く り 」 を

推 進 し ま す 。 ま た 、 本 市 な ら で は の 自 然 環 境 や 生 産 技 術 を 活 か し 、 時 代 の 変 化 に 合 わ せ た 生 産

振 興 及 び ブ ラ ン ド 力 強 化 ・ 販 路 拡 大 等 の 販 売 戦 略 を 展 開 し 「 稼 げ る 農 業 」 を 実 現 し て い き ま す 。

　 さ ら に は 、 広 域 的 な 連 携 強 化 や 、 農 業 者 以 外 に も 農 業 活 動 へ の 参 加 を 促 し 、 農 村 環 境 を 保 全 ・

活 用 す る 取 組 を 通 じ て 、 魅 力 と 活 力 あ る 農 村 形 成 に 努 め ま す 。

　 こ う し た 取 組 を 市 民 の 理 解 や 協 力 を 得 な が ら 推 進 し て い く こ と で 、「 食 」 の 安 定 供 給 を 確 保

す る と と も に 、 本 市 農 業 を 将 来 に わ た っ て 持 続 可 能 な 産 業 に し て い き ま す 。

※ 本 計 画 に お い て は 、 基 本 理 念 ・ 基 本 方 針 の 進 行 管 理 及 び 成 果 把 握 の た め 、 成 果 指 標 を 設 定 し

て い ま す 。

第 ３ 章 　 本 市 農 業 ・ 農 村 の 目 指 す 姿 と そ の 実 現 の た め の 施 策

第 １ 節 　 基 本 理 念

第 ２ 節 　 振 興 施 策 の 体 系 図

稼 げ る 農 業 と 次 世 代 へ つ な ぐ 人 づ く り を 実 現 し 持 続 可 能 な 産 業 へ

N o.

1 1 0 0 億 円
9 3. 6 億 円

（ R 5 年 ）
農 業 産 出 額

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

稼 げ る 農 業 と 次 世 代 へ つ な ぐ 人 づ く り を 実 現 し 持 続 可 能 な 産 業 へ基 本 理 念

分 類 基 本 方 針 基 本 施 策

（ 1 ） 地 域 の 中 心 と な る 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成

・ 次 世 代 を 担 う 新 規 就 農 者 の 確 保
・ 認 定 農 業 者 等 へ の 支 援 拡 充

・ 農 業 後 継 者 へ の 経 営 継 承 支 援
・ 集 落 営 農 や 法 人 化 支 援

（ 2 ） 多 様 な 人 材 や 企 業 の 参 入 促 進

・ 異 業 種 の 農 業 参 入 推 進
・ 大 規 模 経 営 体 の 参 入 支 援

・ 移 住 ・ 定 住 者 の 就 農 支 援

人

1 
担 い 手 の 確 保 ・
育  成 （ 支 援 拡 充 ）

農 業 者 の 減 少 ・ 高 齢 化 に 対
応 し 新 規 就 農 者 や 認 定 農
業 者 の 確 保 ・ 育 成 を 進 め る
と と も に 、 多 様 な 人 材 の 農
業 参 入 を 促 進 し ま す 。

（ 1 ） 優 良 農 地 の 保 全 ・ 拡 大

・ 担 い 手 へ の 農 地 集 積 ・ 集 約 化 の 推 進
・ 基 盤 整 備 の 推 進

・ 遊 休 農 地 の 発 生 防 止
・ 中 山 間 農 地 の 活 用

（ 2 ） 農 業 生 産 基 盤 等 の 維 持 ・ 整 備

・ 農 道 、 農 業 水 利 施 設 等 の 維 持 ・ 整 備
・ 農 業 水 利 施 設 等 の 防 災 ・ 減 災 対 策 の 推 進

農

　 地

2 
次 世 代 へ の 農 業
基 盤 の 維 持 ・ 確 保

農 地 の 集 積 ・ 集 約 化 を は じ
め と し た 優 良 農 地 の 保 全 ・
拡 大 を 推 進 す る と と も に 、
農 道 や 農 業 水 利 施 設 等 の
維 持 ・ 整 備 を 進 め ま す 。

（ 1 ） 多 様 な 分 野 や 関 係 者 と の 連 携 強 化

・ 農 業 関 係 団 体 や 大 学 ・ 高 等 学 校 等 と の 連 携 強 化
・ 観 光 な ど 異 業 種 間 の 交 流 促 進 ・ 連 携 に よ る 新 し い 価 値 の 創 造

（ 2 ） 地 産 地 消 と 食 育 の 推 進

・ 本 市 産 農 産 物 の 流 通 ・ 消 費 の 拡 大
・ 食 と 農 を 通 じ た 消 費 者 と 生 産 者 の 相 互 理 解 の 推 進

そ の

他（
連 携 ・ 消 費 ）

5 
多 様 な 分 野 と の 連 携 強 化 や
消 費 者 と の 交 流 促 進

農 業 が 地 域 全 体 で 支 え る 持
続 可 能 な 産 業 と な る よ う 、
多 様 な 分 野 と の 連 携 を 強 化
す る と と も に 地 産 地 消 や 食
育 を 推 進 し 、 消 費 者 と 生 産
者 の 理 解 を 深 め ま す 。

（ 1 ） 生 産 性 の 向 上

・ 生 産 力 強 化 の た め の 機 械 設 備 等 の 導 入
・ 地 域 特 性 を 活 か し た 作 物 の 生 産
・ I C T 等 の 先 端 技 術 を 活 用 し た ス マ ー ト 農 業 の 推 進

・ 援 農 人 材 確 保 ・ 育 成 支 援

（ 2 ） 経 営 力 の 向 上

・ ブ ラ ン ド 力 の 強 化
・ 情 報 発 信 力 の 強 化
・ 販 路 の 維 持 ・ 拡 大 支 援

・ 6 次 化 等 に よ る 付 加 価 値 の 向 上
・ 農 業 経 営 の 安 定 化
・ 流 通 機 能 の 安 定 的 運 営

生 産 ・ 流 通3 稼 げ る 農 業 の 実 現

ス マ ー ト 農 業 等 の 導 入 や
地 域 特 性 を 活 か し た 生 産
振 興 に よ る 生 産 性 の 向 上
を 推 進 す る と と も に 、 本 市
産 農 産 物 等 の P R や 戦 略 的
な 情 報 発 信 等 を 通 じ た 経
営 力 の 向 上 を 図 り ま す 。

（ 1 ） 農 村 環 境 の 保 全 ・ 活 用

・ 農 村 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 発 揮
・ 鳥 獣 被 害 対 策 の 強 化
・ 良 好 な 景 観 の 形 成

・ 地 域 計 画 に 基 づ く 営 農
・ 農 村 の 新 た な 価 値 の 創 出 と 活 性 化

（ 2 ） 環 境 や 気 候 変 動 に 対 応 し た 農 業 の 推 進

・ 有 機 農 業 等 の 環 境 保 全 型 農 業 の 推 進
・ 耕 畜 連 携 等 の 循 環 型 農 業 の 推 進
・ 気 候 変 動 に 対 応 し た 栽 培 管 理 技 術 等 の 導 入

・ G A P 認 証 取 得 の 推 進

農

　 村

4 
持 続 可 能 で 魅 力 あ る
農 業 ・ 農 村 づ く り

共 同 活 動 や 農 村 と の 関 わ
り を 持 つ 者 の 増 加 に 資 す
る 取 組 に よ り 農 村 環 境 を
保 全 ・ 活 用 す る と と も に 、
人 と 環 境 に 配 慮 し た 持 続
可 能 な 農 業 を 支 援 す る 取
組 を 推 進 し ま す 。
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　 農 業 就 業 人 口 の 減 少 ・ 高 齢 化 や 生 産 資 材 等 の 価 格 高 騰 に よ る 農 業 生 産 コ ス ト の 増 大 、 農 村 の

活 力 低 下 な ど に 加 え 、 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事 故 に よ る 風 評 の 影 響 が 未 だ 残 る ほ

か 、 自 然 災 害 や 気 候 変 動 の 影 響 な ど も あ り 、 本 市 の 農 業 ・ 農 村 は 非 常 に 厳 し い 状 況 に 置 か れ て

い ま す 。 こ う し た 状 況 は 、 農 業 者 だ け の 問 題 で は な く 、 日 常 生 活 の 基 礎 と な る 「 食 」 の 恩 恵 を 受

け る 市 民 一 人 一 人 の 生 活 に も 影 響 を 及 ぼ し ま す 。

　 そ の た め 、 本 市 の 目 指 す 姿 と し て 、 次 世 代 を 担 い 地 域 農 業 の 中 核 と な る 農 業 者 は も と よ り 、

多 様 な 分 野 で 農 業 を 支 え る 関 係 者 や 本 市 の 農 業 を 理 解 し 行 動 す る 消 費 者 な ど の 「 人 づ く り 」 を

推 進 し ま す 。 ま た 、 本 市 な ら で は の 自 然 環 境 や 生 産 技 術 を 活 か し 、 時 代 の 変 化 に 合 わ せ た 生 産

振 興 及 び ブ ラ ン ド 力 強 化 ・ 販 路 拡 大 等 の 販 売 戦 略 を 展 開 し 「 稼 げ る 農 業 」 を 実 現 し て い き ま す 。

　 さ ら に は 、 広 域 的 な 連 携 強 化 や 、 農 業 者 以 外 に も 農 業 活 動 へ の 参 加 を 促 し 、 農 村 環 境 を 保 全 ・

活 用 す る 取 組 を 通 じ て 、 魅 力 と 活 力 あ る 農 村 形 成 に 努 め ま す 。

　 こ う し た 取 組 を 市 民 の 理 解 や 協 力 を 得 な が ら 推 進 し て い く こ と で 、「 食 」 の 安 定 供 給 を 確 保

す る と と も に 、 本 市 農 業 を 将 来 に わ た っ て 持 続 可 能 な 産 業 に し て い き ま す 。

※ 本 計 画 に お い て は 、 基 本 理 念 ・ 基 本 方 針 の 進 行 管 理 及 び 成 果 把 握 の た め 、 成 果 指 標 を 設 定 し

て い ま す 。

第 ３ 章 　 本 市 農 業 ・ 農 村 の 目 指 す 姿 と そ の 実 現 の た め の 施 策

第 １ 節 　 基 本 理 念

第 ２ 節 　 振 興 施 策 の 体 系 図

稼 げ る 農 業 と 次 世 代 へ つ な ぐ 人 づ く り を 実 現 し 持 続 可 能 な 産 業 へ

N o.

1 1 0 0 億 円
9 3. 6 億 円

（ R 5 年 ）
農 業 産 出 額

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

稼 げ る 農 業 と 次 世 代 へ つ な ぐ 人 づ く り を 実 現 し 持 続 可 能 な 産 業 へ基 本 理 念

分 類 基 本 方 針 基 本 施 策

（ 1 ） 地 域 の 中 心 と な る 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成

・ 次 世 代 を 担 う 新 規 就 農 者 の 確 保
・ 認 定 農 業 者 等 へ の 支 援 拡 充

・ 農 業 後 継 者 へ の 経 営 継 承 支 援
・ 集 落 営 農 や 法 人 化 支 援

（ 2 ） 多 様 な 人 材 や 企 業 の 参 入 促 進

・ 異 業 種 の 農 業 参 入 推 進
・ 大 規 模 経 営 体 の 参 入 支 援

・ 移 住 ・ 定 住 者 の 就 農 支 援

人

1 
担 い 手 の 確 保 ・
育  成 （ 支 援 拡 充 ）

農 業 者 の 減 少 ・ 高 齢 化 に 対
応 し 新 規 就 農 者 や 認 定 農
業 者 の 確 保 ・ 育 成 を 進 め る
と と も に 、 多 様 な 人 材 の 農
業 参 入 を 促 進 し ま す 。

（ 1 ） 優 良 農 地 の 保 全 ・ 拡 大

・ 担 い 手 へ の 農 地 集 積 ・ 集 約 化 の 推 進
・ 基 盤 整 備 の 推 進

・ 遊 休 農 地 の 発 生 防 止
・ 中 山 間 農 地 の 活 用

（ 2 ） 農 業 生 産 基 盤 等 の 維 持 ・ 整 備

・ 農 道 、 農 業 水 利 施 設 等 の 維 持 ・ 整 備
・ 農 業 水 利 施 設 等 の 防 災 ・ 減 災 対 策 の 推 進

農

　 地

2 
次 世 代 へ の 農 業
基 盤 の 維 持 ・ 確 保

農 地 の 集 積 ・ 集 約 化 を は じ
め と し た 優 良 農 地 の 保 全 ・
拡 大 を 推 進 す る と と も に 、
農 道 や 農 業 水 利 施 設 等 の
維 持 ・ 整 備 を 進 め ま す 。

（ 1 ） 多 様 な 分 野 や 関 係 者 と の 連 携 強 化

・ 農 業 関 係 団 体 や 大 学 ・ 高 等 学 校 等 と の 連 携 強 化
・ 観 光 な ど 異 業 種 間 の 交 流 促 進 ・ 連 携 に よ る 新 し い 価 値 の 創 造

（ 2 ） 地 産 地 消 と 食 育 の 推 進

・ 本 市 産 農 産 物 の 流 通 ・ 消 費 の 拡 大
・ 食 と 農 を 通 じ た 消 費 者 と 生 産 者 の 相 互 理 解 の 推 進

そ の

他（
連 携 ・ 消 費 ）

5 
多 様 な 分 野 と の 連 携 強 化 や
消 費 者 と の 交 流 促 進

農 業 が 地 域 全 体 で 支 え る 持
続 可 能 な 産 業 と な る よ う 、
多 様 な 分 野 と の 連 携 を 強 化
す る と と も に 地 産 地 消 や 食
育 を 推 進 し 、 消 費 者 と 生 産
者 の 理 解 を 深 め ま す 。

（ 1 ） 生 産 性 の 向 上

・ 生 産 力 強 化 の た め の 機 械 設 備 等 の 導 入
・ 地 域 特 性 を 活 か し た 作 物 の 生 産
・ I C T 等 の 先 端 技 術 を 活 用 し た ス マ ー ト 農 業 の 推 進

・ 援 農 人 材 確 保 ・ 育 成 支 援

（ 2 ） 経 営 力 の 向 上

・ ブ ラ ン ド 力 の 強 化
・ 情 報 発 信 力 の 強 化
・ 販 路 の 維 持 ・ 拡 大 支 援

・ 6 次 化 等 に よ る 付 加 価 値 の 向 上
・ 農 業 経 営 の 安 定 化
・ 流 通 機 能 の 安 定 的 運 営

生 産 ・ 流 通3 稼 げ る 農 業 の 実 現

ス マ ー ト 農 業 等 の 導 入 や
地 域 特 性 を 活 か し た 生 産
振 興 に よ る 生 産 性 の 向 上
を 推 進 す る と と も に 、 本 市
産 農 産 物 等 の P R や 戦 略 的
な 情 報 発 信 等 を 通 じ た 経
営 力 の 向 上 を 図 り ま す 。

（ 1 ） 農 村 環 境 の 保 全 ・ 活 用

・ 農 村 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 発 揮
・ 鳥 獣 被 害 対 策 の 強 化
・ 良 好 な 景 観 の 形 成

・ 地 域 計 画 に 基 づ く 営 農
・ 農 村 の 新 た な 価 値 の 創 出 と 活 性 化

（ 2 ） 環 境 や 気 候 変 動 に 対 応 し た 農 業 の 推 進

・ 有 機 農 業 等 の 環 境 保 全 型 農 業 の 推 進
・ 耕 畜 連 携 等 の 循 環 型 農 業 の 推 進
・ 気 候 変 動 に 対 応 し た 栽 培 管 理 技 術 等 の 導 入

・ G A P 認 証 取 得 の 推 進

農

　 村

4 
持 続 可 能 で 魅 力 あ る
農 業 ・ 農 村 づ く り

共 同 活 動 や 農 村 と の 関 わ
り を 持 つ 者 の 増 加 に 資 す
る 取 組 に よ り 農 村 環 境 を
保 全 ・ 活 用 す る と と も に 、
人 と 環 境 に 配 慮 し た 持 続
可 能 な 農 業 を 支 援 す る 取
組 を 推 進 し ま す 。

I  第 ３ 章 　 本 市 農 業 ・ 農 村 の 目 指 す 姿 と そ の 実 現 の た め の 施 策  I 第 １ 節 　 基 本 理 念 第 ２ 節 　 振 興 施 策 の 体 系 図
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　 本 市 農 業 ・ 農 村 を 取 り 巻 く 課 題 を 解 決 し 、 本 計 画 の 基 本 理 念 を 達 成 す る た め 、 基 本 施 策 を 複

合 的 に 実 施 す る 体 系 と し て ５ つ の 基 本 方 針 を 定 め 、 本 市 農 業 ・ 農 村 の 振 興 施 策 の 指 針 と し ま す 。

　 ま た 、 本 計 画 に お い て は 、 基 本 方 針 の 進 行 管 理 及 び 成 果 把 握 の た め 、 成 果 指 標 を 設 定 し て い

ま す 。

第 ３ 節 　 基 本 方 針

N o.

2 3 8 経 営 体4 4 経 営 体
5 0 歳 未 満 の 担 い 手 数

（ 認 定 農 業 者 、 認 定 新 規 就 農 者 ）

3 2 5 5 経 営 体2 5 5 経 営 体認 定 農 業 者 数

4 1 6 経 営 体2 0 経 営 体認 定 新 規 就 農 者 数

5 6 2 経 営 体6 2 経 営 体認 定 農 業 者 で あ る 法 人 数

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

N o.

6

7

8

4, 9 1 8 h a （ R 1 1 年 度 ）2, 5 4 0 h a担 い 手 へ の 集 積 面 積

6 3 ％5 9 ％ほ 場 整 備 率

1, 1 4 0 h a1, 1 4 0 h a中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 対 象 面 積

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

1 4 3 件5 1 件ス マ ー ト 農 業 導 入 数 （ 累 計 ）

1, 2 1 8 件1, 1 6 2 件ふ る さ と 納 税 返 礼 品 （ 本 市 産 農 産 物 を 活 用 し た も の ） の 寄 附 件 数

2 5 3, 3 0 0 p v2 3 1, 0 4 0 p v市 の 情 報 発 信 に 対 す る ア ク セ ス 数

7 6. 8 ％2 8. 4 ％農 業 保 険 制 度 の 加 入 率

1 2, 2 5 4 頭1 3, 7 9 4 頭公 共 牧 場 に お け る 家 畜 放 牧 利 用 状 況

N o.

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4 2 5. 7 8 h a2 5. 5 4 h a施 設 栽 培 面 積

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

１.  担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 （ 支 援 拡 充 ）

　 農 業 者 の 急 速 な 減 少 や 高 齢 化 が 見 込 ま れ る 中 、 地 域 農 業 の 持 続 的 発 展 が 図 ら れ る よ う 、 地 域

の 中 心 と な る 新 規 就 農 者 や 認 定 農 業 者 と い っ た 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 を 推 進 し ま す 。 ま た 、 異 業

種 ・ 大 規 模 経 営 体 や 移 住 ・ 定 住 者 と い っ た 多 様 な 人 材 の 農 業 へ の 参 入 を 促 進 し ま す 。

【 方 針 概 要 】

⑴ 地 域 の 中 心 と な る 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成

⑵ 多 様 な 人 材 や 企 業 の 参 入 促 進

【 基 本 施 策 】 ※ 施 策 の 概 要 に つ い て は  P. 3 5

⑴ 優 良 農 地 の 保 全 ・ 拡 大

⑵ 農 業 生 産 基 盤 等 の 維 持 ・ 整 備

【 基 本 施 策 】 ※ 施 策 の 概 要 に つ い て は  P. 3 6

　 良 好 な 営 農 条 件 を 備 え た 農 地 を 確 保 し 産 地 の 発 展 が 図 ら れ る よ う 、 農 地 の 集 積 ・ 集 約 化 や ほ

場 の 大 区 画 化 、 中 山 間 地 域 で の 農 地 利 用 等 を 通 じ て 、 優 良 農 地 の 保 全 ・ 拡 大 を 推 進 し ま す 。 ま た 、

農 道 や 農 業 水 利 施 設 等 の 維 持 ・ 整 備 を 進 め る と と も に 、 農 業 生 産 活 動 が 継 続 的 に 行 わ れ る よ う 、

防 災 ・ 減 災 対 策 を 推 進 し ま す 。

【 方 針 概 要 】

２.  次 世 代 へ の 農 業 基 盤 の 維 持 ・ 確 保

⑴ 生 産 性 の 向 上

⑵ 経 営 力 の 向 上

【 基 本 施 策 】 ※ 施 策 の 概 要 に つ い て は  P. 3 7

　 農 業 が 魅 力 あ る 職 業 ・ 産 業 と し て 将 来 に わ た っ て 成 長 し て い け る よ う 、 省 力 化 や 効 率 化 、 規

模 拡 大 に 資 す る 施 設 整 備 や 高 性 能 機 械 等 の 導 入 に よ る ス マ ー ト 農 業 を 推 進 す る と と も に 、 地 域

特 性 を 活 か し た 作 物 の 生 産 振 興 に 取 り 組 み ま す 。 ま た 、 労 働 力 の 充 足 を 目 指 し た 援 農 人 材 確 保 ・

育 成 支 援 を 実 施 し ま す 。 さ ら に 、 本 市 産 農 産 物 等 の P R や 戦 略 的 な 情 報 発 信 、 ６ 次 産 業 化 、 大 規

模 自 然 災 害 や 家 畜 伝 染 性 疾 病 等 の リ ス ク に 備 え た 体 制 整 備 を 推 進 し 、 経 営 基 盤 の 強 化 に 取 り 組

み ま す 。

【 方 針 概 要 】

３.  稼 げ る 農 業 の 実 現

I  第 ３ 章 　 本 市 農 業 ・ 農 村 の 目 指 す 姿 と そ の 実 現 の た め の 施 策  I 第 ３ 節 　 基 本 方 針
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　 本 市 農 業 ・ 農 村 を 取 り 巻 く 課 題 を 解 決 し 、 本 計 画 の 基 本 理 念 を 達 成 す る た め 、 基 本 施 策 を 複

合 的 に 実 施 す る 体 系 と し て ５ つ の 基 本 方 針 を 定 め 、 本 市 農 業 ・ 農 村 の 振 興 施 策 の 指 針 と し ま す 。

　 ま た 、 本 計 画 に お い て は 、 基 本 方 針 の 進 行 管 理 及 び 成 果 把 握 の た め 、 成 果 指 標 を 設 定 し て い

ま す 。

第 ３ 節 　 基 本 方 針

N o.

2 3 8 経 営 体4 4 経 営 体
5 0 歳 未 満 の 担 い 手 数

（ 認 定 農 業 者 、 認 定 新 規 就 農 者 ）

3 2 5 5 経 営 体2 5 5 経 営 体認 定 農 業 者 数

4 1 6 経 営 体2 0 経 営 体認 定 新 規 就 農 者 数

5 6 2 経 営 体6 2 経 営 体認 定 農 業 者 で あ る 法 人 数

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

N o.

6

7

8

4, 9 1 8 h a （ R 1 1 年 度 ）2, 5 4 0 h a担 い 手 へ の 集 積 面 積

6 3 ％5 9 ％ほ 場 整 備 率

1, 1 4 0 h a1, 1 4 0 h a中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 対 象 面 積

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

1 4 3 件5 1 件ス マ ー ト 農 業 導 入 数 （ 累 計 ）

1, 2 1 8 件1, 1 6 2 件ふ る さ と 納 税 返 礼 品 （ 本 市 産 農 産 物 を 活 用 し た も の ） の 寄 附 件 数

2 5 3, 3 0 0 p v2 3 1, 0 4 0 p v市 の 情 報 発 信 に 対 す る ア ク セ ス 数

7 6. 8 ％2 8. 4 ％農 業 保 険 制 度 の 加 入 率

1 2, 2 5 4 頭1 3, 7 9 4 頭公 共 牧 場 に お け る 家 畜 放 牧 利 用 状 況

N o.

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4 2 5. 7 8 h a2 5. 5 4 h a施 設 栽 培 面 積

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

１.  担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 （ 支 援 拡 充 ）

　 農 業 者 の 急 速 な 減 少 や 高 齢 化 が 見 込 ま れ る 中 、 地 域 農 業 の 持 続 的 発 展 が 図 ら れ る よ う 、 地 域

の 中 心 と な る 新 規 就 農 者 や 認 定 農 業 者 と い っ た 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 を 推 進 し ま す 。 ま た 、 異 業

種 ・ 大 規 模 経 営 体 や 移 住 ・ 定 住 者 と い っ た 多 様 な 人 材 の 農 業 へ の 参 入 を 促 進 し ま す 。

【 方 針 概 要 】

⑴ 地 域 の 中 心 と な る 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成

⑵ 多 様 な 人 材 や 企 業 の 参 入 促 進

【 基 本 施 策 】 ※ 施 策 の 概 要 に つ い て は  P. 3 5

⑴ 優 良 農 地 の 保 全 ・ 拡 大

⑵ 農 業 生 産 基 盤 等 の 維 持 ・ 整 備

【 基 本 施 策 】 ※ 施 策 の 概 要 に つ い て は  P. 3 6

　 良 好 な 営 農 条 件 を 備 え た 農 地 を 確 保 し 産 地 の 発 展 が 図 ら れ る よ う 、 農 地 の 集 積 ・ 集 約 化 や ほ

場 の 大 区 画 化 、 中 山 間 地 域 で の 農 地 利 用 等 を 通 じ て 、 優 良 農 地 の 保 全 ・ 拡 大 を 推 進 し ま す 。 ま た 、

農 道 や 農 業 水 利 施 設 等 の 維 持 ・ 整 備 を 進 め る と と も に 、 農 業 生 産 活 動 が 継 続 的 に 行 わ れ る よ う 、

防 災 ・ 減 災 対 策 を 推 進 し ま す 。

【 方 針 概 要 】

２.  次 世 代 へ の 農 業 基 盤 の 維 持 ・ 確 保

⑴ 生 産 性 の 向 上

⑵ 経 営 力 の 向 上

【 基 本 施 策 】 ※ 施 策 の 概 要 に つ い て は  P. 3 7

　 農 業 が 魅 力 あ る 職 業 ・ 産 業 と し て 将 来 に わ た っ て 成 長 し て い け る よ う 、 省 力 化 や 効 率 化 、 規

模 拡 大 に 資 す る 施 設 整 備 や 高 性 能 機 械 等 の 導 入 に よ る ス マ ー ト 農 業 を 推 進 す る と と も に 、 地 域

特 性 を 活 か し た 作 物 の 生 産 振 興 に 取 り 組 み ま す 。 ま た 、 労 働 力 の 充 足 を 目 指 し た 援 農 人 材 確 保 ・

育 成 支 援 を 実 施 し ま す 。 さ ら に 、 本 市 産 農 産 物 等 の P R や 戦 略 的 な 情 報 発 信 、 ６ 次 産 業 化 、 大 規

模 自 然 災 害 や 家 畜 伝 染 性 疾 病 等 の リ ス ク に 備 え た 体 制 整 備 を 推 進 し 、 経 営 基 盤 の 強 化 に 取 り 組

み ま す 。

【 方 針 概 要 】

３.  稼 げ る 農 業 の 実 現

I  第 ３ 章 　 本 市 農 業 ・ 農 村 の 目 指 す 姿 と そ の 実 現 の た め の 施 策  I 第 ３ 節 　 基 本 方 針
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４.  持 続 可 能 で 魅 力 あ る 農 業 ・ 農 村 づ く り

　 中 山 間 地 域 等 の 地 域 社 会 を 維 持 し 、 農 村 の 有 す る 生 産 機 能 及 び 多 面 的 機 能 が 発 揮 さ れ る よ

う 、 農 村 環 境 を 保 全 ・ 維 持 す る 共 同 活 動 の 促 進 、 地 域 農 業 へ の 支 援 、 農 村 と の 関 わ り を 持 つ 者

の 増 加 に 資 す る 取 組 、 人 と 環 境 に 配 慮 し た 持 続 可 能 な 農 業 を 支 援 す る 取 組 を 推 進 し ま す 。

【 方 針 概 要 】

⑴ 農 村 環 境 の 保 全 ・ 活 用

⑵ 環 境 や 気 候 変 動 に 対 応 し た 農 業 の 推 進

【 基 本 施 策 】 ※ 施 策 の 概 要 に つ い て は  P. 3 8

５.  多 様 な 分 野 と の 連 携 強 化 や 消 費 者 と の 交 流 促 進

　 農 業 が 暮 ら し と 経 済 の 基 盤 と し て の 役 割 を 担 い 、 地 域 全 体 で 支 え る 持 続 可 能 な 産 業 と な る よ

う 、 多 様 な 分 野 と の 連 携 に よ る 協 働 体 制 の 構 築 を 推 進 す る と と も に 、 食 農 教 育 や イ ベ ン ト と い

っ た 生 産 者 と 消 費 者 が 交 流 す る 取 組 を 通 じ 、 相 互 理 解 や 地 産 地 消 を 推 進 し ま す 。

【 方 針 概 要 】

⑴ 多 様 な 分 野 や 関 係 者 と の 連 携 強 化

⑵ 地 産 地 消 と 食 育 の 推 進

【 基 本 施 策 】 ※ 施 策 の 概 要 に つ い て は  P. 3 9

● 就 農 を 検 討 し て い る 人 が 、 必 要 な 情 報 を 取 得 し 不 安 な く 就 農 で き る よ う 、 相 談 窓 口 を 設 置 す

る と と も に 新 規 就 農 に 係 る 情 報 の 収 集 ・ 提 供 を 実 施 し ま す 。 併 せ て 、 地 域 が 求 め る 担 い 手 像

の 情 報 発 信 に 取 り 組 み ま す 。

● 農 業 関 連 の 教 育 機 関 等 と 連 携 す る こ と で 、 専 門 教 育 や 体 験 の 機 会 を 増 や し 、 最 新 の 農 業 技 術

や 実 践 的 な 知 識 を 学 べ る 機 会 を 提 供 し ま す 。

● 若 手 農 業 者 が 最 新 の 農 業 技 術 を 学 ぶ 勉 強 会 や 農 業 経 営 者 と 専 門 家 等 と の 交 流 の 場 を 提 供 し

ま す 。

● 新 規 就 農 に あ た り 課 題 と な る 所 得 の 確 保 等 に 対 し 、 生 活 費 の 支 援 を 行 う と と も に 、 経 営 発 展

の た め の 機 械 ・ 設 備 の 導 入 を 支 援 し ま す 。

● 経 営 改 善 や 新 し い 作 物 の 導 入 を 支 援 す る 制 度 に よ り 、 さ ら な る ス テ ッ プ ア ッ プ を 推 進 し ま

す 。 ま た 、 認 定 農 業 者 協 議 会 を 通 し て 、 農 業 者 同 士 の つ な が り を 強 化 す る と と も に 、 農 業 者

自 身 の ス キ ル ア ッ プ を 支 援 す る た め の 研 修 や セ ミ ナ ー を 開 催 し 、 広 い 視 野 と 経 営 感 覚 を 有

す る 意 欲 あ る 担 い 手 を 育 成 ・ 支 援 し ま す 。

● 農 業 後 継 者 が 円 滑 に 農 業 経 営 を 開 始 で き る よ う 、 土 地 ・ 資 産 の 継 承 に 関 す る 支 援 の 実 施 や 資

金 制 度 等 の 支 援 環 境 を 整 備 し ま す 。 ま た 、 県 や J A 等 の 関 係 機 関 ・ 団 体 と 連 携 し 、 継 承 を 希 望

す る 農 業 者 と 後 継 者 候 補 を マ ッ チ ン グ す る 体 制 を 構 築 し ま す 。

● 法 人 化 に よ る 経 営 上 の メ リ ッ ト や リ ス ク に 関 す る 情 報 を 提 供 し 、 適 切 な リ ス ク マ ネ ジ メ ン

ト を 支 援 す る と と も に 、 関 係 機 関 ・ 団 体 と 連 携 し た 経 営 戦 略 や 組 織 運 営 に 関 す る ア ド バ イ ス

を 実 施 し 、 法 人 化 を 支 援 し ま す 。

● 農 業 が 若 者 や 女 性 に 選 ば れ る 産 業 と な り 、 農 業 法 人 の 従 業 員 と し て の 定 着 や 雇 用 の 増 大 が

図 ら れ る よ う 、 就 労 条 件 、 農 作 業 安 全 等 の 雇 用 の 確 保 に 資 す る 法 人 の 環 境 整 備 を 推 進 し ま す 。

❶ 地 域 の 中 心 と な る 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成

1.  担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 （ 支 援 拡 充 ）
2, 5 8 6 h a

2, 4 1 0 千 円

1 6 h a

6 3 件

N o.

1 5

1 6

1 7

1 8

2, 5 8 6 h a多 面 的 機 能 支 払 制 度 対 象 面 積

3, 4 6 2 千 円有 害 鳥 獣 に よ る 被 害 額

1 0. 9 1 h a環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 制 度 対 象 面 積

5 1 件農 業 生 産 工 程 管 理 （ G A P) の 取 得 件 数

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

1 6. 3 億 円1 3. 7 億 円農 産 物 直 売 所 の 販 売 額

９ 回５ 回食 農 教 育 関 連 の 講 座 回 数

4 2, 7 6 7 ｔ

（ R 1 1 年 度 ）
4 6, 5 9 5 ｔい わ き 産 農 産 物 取 扱 数 量 （ 中 央 卸 売 市 場 ）

6 7. 6 ％6 7. 6 ％学 校 給 食 に お け る 地 場 産 物 使 用 割 合

3 5, 8 6 0 人3 2, 6 0 0 人観 光 農 園 に お け る 来 場 者 数

N o.

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4 ５ 校３ 校大 学 ・ 高 等 学 校 等 と の 連 携 実 績

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

第 ４ 節 　 基 本 施 策

　 本 市 農 業 ・ 農 村 施 策 に お い て 特 に 力 を 注 ぐ べ き 基 本 施 策 を 実 施 す る こ と で 、 基 本 理 念 の 達 成

を 目 指 し ま す 。

　 基 本 施 策 以 外 の 個 別 施 策 や 主 要 な 作 物 等 の 生 産 振 興 に つ い て は 、 基 本 計 画 の 下 位 計 画 と な る

ア ク シ ョ ン プ ラ ン 等 に 詳 細 を 記 載 す る こ と と し 、 本 計 画 に お い て は あ く ま で も 基 本 施 策 の 体 系

化 に 焦 点 を 絞 っ た 記 載 と し ま す 。 本 計 画 に お い て 記 載 の な い 個 別 施 策 に つ い て も 、 各 下 位 計 画

等 に 基 づ き な が ら 、 適 切 に 実 施 し て ま い り ま す 。

I  第 ３ 章 　 本 市 農 業 ・ 農 村 の 目 指 す 姿 と そ の 実 現 の た め の 施 策  I 第 ４ 節 　 基 本 施 策第 ３ 節 　 基 本 方 針
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４.  持 続 可 能 で 魅 力 あ る 農 業 ・ 農 村 づ く り

　 中 山 間 地 域 等 の 地 域 社 会 を 維 持 し 、 農 村 の 有 す る 生 産 機 能 及 び 多 面 的 機 能 が 発 揮 さ れ る よ

う 、 農 村 環 境 を 保 全 ・ 維 持 す る 共 同 活 動 の 促 進 、 地 域 農 業 へ の 支 援 、 農 村 と の 関 わ り を 持 つ 者

の 増 加 に 資 す る 取 組 、 人 と 環 境 に 配 慮 し た 持 続 可 能 な 農 業 を 支 援 す る 取 組 を 推 進 し ま す 。

【 方 針 概 要 】

⑴ 農 村 環 境 の 保 全 ・ 活 用

⑵ 環 境 や 気 候 変 動 に 対 応 し た 農 業 の 推 進

【 基 本 施 策 】 ※ 施 策 の 概 要 に つ い て は  P. 3 8

５.  多 様 な 分 野 と の 連 携 強 化 や 消 費 者 と の 交 流 促 進

　 農 業 が 暮 ら し と 経 済 の 基 盤 と し て の 役 割 を 担 い 、 地 域 全 体 で 支 え る 持 続 可 能 な 産 業 と な る よ

う 、 多 様 な 分 野 と の 連 携 に よ る 協 働 体 制 の 構 築 を 推 進 す る と と も に 、 食 農 教 育 や イ ベ ン ト と い

っ た 生 産 者 と 消 費 者 が 交 流 す る 取 組 を 通 じ 、 相 互 理 解 や 地 産 地 消 を 推 進 し ま す 。

【 方 針 概 要 】

⑴ 多 様 な 分 野 や 関 係 者 と の 連 携 強 化

⑵ 地 産 地 消 と 食 育 の 推 進

【 基 本 施 策 】 ※ 施 策 の 概 要 に つ い て は  P. 3 9

● 就 農 を 検 討 し て い る 人 が 、 必 要 な 情 報 を 取 得 し 不 安 な く 就 農 で き る よ う 、 相 談 窓 口 を 設 置 す

る と と も に 新 規 就 農 に 係 る 情 報 の 収 集 ・ 提 供 を 実 施 し ま す 。 併 せ て 、 地 域 が 求 め る 担 い 手 像

の 情 報 発 信 に 取 り 組 み ま す 。

● 農 業 関 連 の 教 育 機 関 等 と 連 携 す る こ と で 、 専 門 教 育 や 体 験 の 機 会 を 増 や し 、 最 新 の 農 業 技 術

や 実 践 的 な 知 識 を 学 べ る 機 会 を 提 供 し ま す 。

● 若 手 農 業 者 が 最 新 の 農 業 技 術 を 学 ぶ 勉 強 会 や 農 業 経 営 者 と 専 門 家 等 と の 交 流 の 場 を 提 供 し

ま す 。

● 新 規 就 農 に あ た り 課 題 と な る 所 得 の 確 保 等 に 対 し 、 生 活 費 の 支 援 を 行 う と と も に 、 経 営 発 展

の た め の 機 械 ・ 設 備 の 導 入 を 支 援 し ま す 。

● 経 営 改 善 や 新 し い 作 物 の 導 入 を 支 援 す る 制 度 に よ り 、 さ ら な る ス テ ッ プ ア ッ プ を 推 進 し ま

す 。 ま た 、 認 定 農 業 者 協 議 会 を 通 し て 、 農 業 者 同 士 の つ な が り を 強 化 す る と と も に 、 農 業 者

自 身 の ス キ ル ア ッ プ を 支 援 す る た め の 研 修 や セ ミ ナ ー を 開 催 し 、 広 い 視 野 と 経 営 感 覚 を 有

す る 意 欲 あ る 担 い 手 を 育 成 ・ 支 援 し ま す 。

● 農 業 後 継 者 が 円 滑 に 農 業 経 営 を 開 始 で き る よ う 、 土 地 ・ 資 産 の 継 承 に 関 す る 支 援 の 実 施 や 資

金 制 度 等 の 支 援 環 境 を 整 備 し ま す 。 ま た 、 県 や J A 等 の 関 係 機 関 ・ 団 体 と 連 携 し 、 継 承 を 希 望

す る 農 業 者 と 後 継 者 候 補 を マ ッ チ ン グ す る 体 制 を 構 築 し ま す 。

● 法 人 化 に よ る 経 営 上 の メ リ ッ ト や リ ス ク に 関 す る 情 報 を 提 供 し 、 適 切 な リ ス ク マ ネ ジ メ ン

ト を 支 援 す る と と も に 、 関 係 機 関 ・ 団 体 と 連 携 し た 経 営 戦 略 や 組 織 運 営 に 関 す る ア ド バ イ ス

を 実 施 し 、 法 人 化 を 支 援 し ま す 。

● 農 業 が 若 者 や 女 性 に 選 ば れ る 産 業 と な り 、 農 業 法 人 の 従 業 員 と し て の 定 着 や 雇 用 の 増 大 が

図 ら れ る よ う 、 就 労 条 件 、 農 作 業 安 全 等 の 雇 用 の 確 保 に 資 す る 法 人 の 環 境 整 備 を 推 進 し ま す 。

❶ 地 域 の 中 心 と な る 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成

1.  担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 （ 支 援 拡 充 ）
2, 5 8 6 h a

2, 4 1 0 千 円

1 6 h a

6 3 件

N o.

1 5

1 6

1 7

1 8

2, 5 8 6 h a多 面 的 機 能 支 払 制 度 対 象 面 積

3, 4 6 2 千 円有 害 鳥 獣 に よ る 被 害 額

1 0. 9 1 h a環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 制 度 対 象 面 積

5 1 件農 業 生 産 工 程 管 理 （ G A P) の 取 得 件 数

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

1 6. 3 億 円1 3. 7 億 円農 産 物 直 売 所 の 販 売 額

９ 回５ 回食 農 教 育 関 連 の 講 座 回 数

4 2, 7 6 7 ｔ

（ R 1 1 年 度 ）
4 6, 5 9 5 ｔい わ き 産 農 産 物 取 扱 数 量 （ 中 央 卸 売 市 場 ）

6 7. 6 ％6 7. 6 ％学 校 給 食 に お け る 地 場 産 物 使 用 割 合

3 5, 8 6 0 人3 2, 6 0 0 人観 光 農 園 に お け る 来 場 者 数

N o.

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4 ５ 校３ 校大 学 ・ 高 等 学 校 等 と の 連 携 実 績

成 果 指 標 現 状 （ R 6 年 度 ） 目 標 （ R 1 2 年 度 ）

第 ４ 節 　 基 本 施 策

　 本 市 農 業 ・ 農 村 施 策 に お い て 特 に 力 を 注 ぐ べ き 基 本 施 策 を 実 施 す る こ と で 、 基 本 理 念 の 達 成

を 目 指 し ま す 。

　 基 本 施 策 以 外 の 個 別 施 策 や 主 要 な 作 物 等 の 生 産 振 興 に つ い て は 、 基 本 計 画 の 下 位 計 画 と な る

ア ク シ ョ ン プ ラ ン 等 に 詳 細 を 記 載 す る こ と と し 、 本 計 画 に お い て は あ く ま で も 基 本 施 策 の 体 系

化 に 焦 点 を 絞 っ た 記 載 と し ま す 。 本 計 画 に お い て 記 載 の な い 個 別 施 策 に つ い て も 、 各 下 位 計 画

等 に 基 づ き な が ら 、 適 切 に 実 施 し て ま い り ま す 。
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● ブ ラ ン ド イ メ ー ジ や タ ー ゲ ッ ト を 明 確 に し 、 戦 略 的 に 本 市 産 農 産 物 等 の P R を 行 う と と も に 、

消 費 者 や 流 通 業 者 等 に 向 け た 積 極 的 な 情 報 発 信 に よ り お 互 い の 信 頼 関 係 を 確 立 す る こ と で 、

ブ ラ ン ド 力 の 強 化 を 推 進 し ま す 。

● 本 市 産 農 産 物 等 の 放 射 性 物 質 検 査 の 実 施 と 検 査 結 果 に 関 す る 情 報 発 信 に 加 え 、 農 産 物 等 の

お い し さ な ど の 魅 力 に つ い て 、 更 な る 理 解 の 浸 透 を 図 る た め 、 農 業 者 や 行 政 の み な ら ず 、 消

費 者 と も 連 携 し 、 第 三 者 の 視 点 を 取 り 入 れ た 積 極 的 な 情 報 発 信 を 行 い ま す 。

● J A ・ 直 売 所 ・ 卸 売 市 場 等 の 販 路 を 維 持 す る と と も に 、 市 内 外 の 大 型 量 販 店 と 連 携 し た 販 売 促

進 活 動 や ふ る さ と 納 税 制 度 の 活 用 な ど 、 販 路 拡 大 を 支 援 し ま す 。 ま た 、 流 通 の 大 き な 拠 点 と

な る 卸 売 市 場 に つ い て 、 再 整 備 を 含 め た 今 後 の 施 設 の 在 り 方 検 討 を 進 め ま す 。

● 安 全 や 環 境 に 配 慮 し た 農 場 管 理 手 法 で あ る 農 業 生 産 工 程 管 理 （ G A P ） は 、 G A P 認 証 の 取 得 が

農 場 経 営 の 改 善 や 販 路 の 拡 大 に も つ な が る こ と か ら 、 関 係 機 関 ・ 団 体 等 と 連 携 し な が ら 、 認

証 取 得 の 支 援 と 消 費 者 の 理 解 醸 成 の た め 、 制 度 の 普 及 ・ 啓 発 に 努 め ま す 。

❷ 経 営 力 の 向 上

● 生 産 力 強 化 に つ な が る よ う 、 農 業 機 械 や 農 業 用 ハ ウ ス 、 集 出 荷 施 設 な ど の 農 業 設 備 や 施 設 の

導 入 を 支 援 す る こ と で 、 産 地 と し て 農 産 物 の 品 質 向 上 や 生 産 量 の 拡 大 を 図 り ま す 。

● 本 市 の 特 徴 で あ る 温 暖 多 日 照 の 気 候 条 件 や 、 広 い 市 域 に お け る 標 高 差 等 を 活 用 し た 適 地 適

作 に よ り 、 高 品 質 な 園 芸 作 物 ・ 畜 産 物 な ど 、 県 の オ リ ジ ナ ル 品 種 も 含 め た 特 色 あ る 農 業 を 推

進 し ま す 。 　

● 生 産 力 の 維 持 ・ 強 化 を 図 る た め 、 労 働 力 が 不 足 す る 地 域 や 農 繁 期 に お い て 、 農 作 業 に 従 事 す

る 人 員 の 確 保 ・ 育 成 を 支 援 し ま す 。 ま た 、 労 働 力 を 必 要 と す る 農 業 者 が 人 材 を 募 集 し や す く

す る 体 制 の 構 築 を 検 討 し ま す 。 さ ら に 、 障 が い 者 の 生 き が い 創 出 に も つ な が る 農 福 連 携 を

推 進 す る な ど 、 多 様 な 人 材 の 活 躍 に よ る 生 産 力 の 強 化 を 支 援 し ま す 。

● 農 作 業 の 省 力 化 や 効 率 化 に よ り 、 農 業 者 の 負 担 軽 減 と 生 産 性 の 向 上 を 図 る た め 、 農 業 用 ド ロ

ー ン や 自 動 運 転 機 能 を 備 え た 農 業 機 械 の 導 入 等 に よ る ス マ ー ト 農 業 を 推 進 し ま す 。 ま た 、

生 産 情 報 の 収 集 ・ 分 析 に よ る 農 業 ・ 畜 産 業 経 営 の 効 率 化 ・ 省 力 化 、 市 場 ニ ー ズ に 合 わ せ た 収 穫 ・

出 荷 管 理 な ど の 実 現 に 向 け て 、 情 報 通 信 技 術 （I C T ） の 活 用 を 推 進 し ま す 。

❶ 生 産 性 の 向 上

3.  稼 げ る 農 業 の 実 現

● 農 業 の 持 続 的 発 展 を 支 え る 農 業 生 産 基 盤 を 維 持 す る た め 、 県 や 市 、 土 地 改 良 区 、 地 元 管 理 者

が 連 携 し 、 農 道 や 農 業 水 利 施 設 （ 堰 ・ た め 池 ・ 水 路 等 ） の 維 持 ・ 整 備 な ど を 推 進 し ま す 。 ま た 、

地 域 と 連 携 し た 定 期 点 検 の 実 施 等 に よ り 、 次 世 代 に わ た っ て 持 続 可 能 な 管 理 体 制 を 確 立 し

ま す 。

● 近 年 激 甚 化 す る 自 然 災 害 に 対 応 す る た め 、 農 業 水 利 施 設 等 の 改 修 や 廃 止 な ど 、 防 災 対 策 を 集

❷ 農 業 生 産 基 盤 等 の 維 持 ・ 整 備

● 優 良 農 地 の 保 全 ・ 拡 大 を 図 る た め 、 地 域 計 画 を も と に 農 地 中 間 管 理 機 構 が 行 う 事 業 等 を 活 用

し 、 認 定 農 業 者 を は じ め 地 域 農 業 の 中 心 と な る 意 欲 あ る 担 い 手 へ の 農 地 の 集 積 ・ 集 約 化 を 推

進 し ま す 。 ま た 、 農 地 を 手 放 し た い 所 有 者 と 農 地 を 求 め る 農 業 者 の マ ッ チ ン グ を 支 援 し ま す 。

● 基 盤 整 備 に 係 る 事 業 説 明 会 等 を 実 施 し 、 そ の 効 果 や 支 援 制 度 に 関 す る 情 報 提 供 を 実 施 し 農

業 者 の 理 解 を 深 め ま す 。 ま た 、 農 作 業 の 効 率 化 や 農 地 の 有 効 活 用 が 図 ら れ る よ う 、 地 域 の ニ

ー ズ を 的 確 に 捉 え 、 地 域 の 実 情 や 立 地 条 件 に 応 じ た ほ 場 の 大 区 画 化 等 を 推 進 し ま す 。

● 農 地 パ ト ロ ー ル 等 を 実 施 し 、 遊 休 農 地 の 実 態 把 握 に 努 め る と と も に 、 農 地 中 間 管 理 機 構 が 行

う 事 業 等 を 活 用 し な が ら 、 優 良 農 地 の 確 保 と 有 効 利 用 を 促 進 し ま す 。

● 農 業 生 産 条 件 の 不 利 を 補 正 し 、 農 業 生 産 活 動 の 継 続 や 農 地 の 利 用 が 図 ら れ る よ う 、 中 山 間 地

域 等 直 接 支 払 制 度 等 を 活 用 し た 取 組 を 推 進 し ま す 。

● 持 続 的 に 農 地 の 利 用 が 図 ら れ る よ う 、 中 山 間 地 特 有 の 気 候 や 土 壌 条 件 に 適 し た 農 業 技 術 の

提 供 を 行 い ま す 。

❶ 優 良 農 地 の 保 全 ・ 拡 大

2.  次 世 代 へ の 農 業 基 盤 の 維 持 ・ 確 保

● 効 率 的 な 生 産 体 制 を 目 指 す 集 落 営 農 に つ い て 、 労 働 力 の 確 保 や コ ス ト 削 減 な ど の 具 体 的 な

メ リ ッ ト を 周 知 し な が ら 、 関 係 機 関 ・ 団 体 と 連 携 し 組 織 化 を 促 進 し ま す 。

● 福 島 県 や 本 市 に お け る 農 業 分 野 の 動 向 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る と と も に 、 新 規 参 入 に 必 要

な 施 設 ・ 機 械 等 の 導 入 や 農 地 の 確 保 な ど 、 市 内 外 の 異 業 種 企 業 や 大 規 模 経 営 体 が 参 入 し や す

く な る よ う 支 援 し ま す 。

● 営 農 目 的 で の 移 住 ・ 定 住 の 促 進 に 向 け た 情 報 発 信 や 就 農 相 談 を 行 う と と も に 、I W A KI ふ る

さ と 誘 致 セ ン タ ー と 連 携 し 、 住 ま い や 各 種 支 援 制 度 に つ い て の 一 体 的 な 支 援 を 行 い ま す 。

ま た 、 担 い 手 の 確 保 を 課 題 と す る 地 域 に 対 し て 地 域 お こ し 協 力 隊 制 度 の 活 用 等 に よ り 、 地 域

の 農 業 振 興 及 び 活 性 化 を 促 進 し ま す 。

● 女 性 経 営 者 の 育 成 や 女 性 活 躍 の 理 解 醸 成 を 図 る と と も に 、 家 族 経 営 協 定 の 締 結 等 を 通 し た

女 性 農 業 者 の 経 営 へ の 参 画 や 、 女 性 が 働 き や す い 環 境 の 整 備 に 向 け た 取 組 を 推 進 し ま す 。

❷ 多 様 な 人 材 や 企 業 の 参 入 促 進

　 中 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し ま す 。

● 水 田 の 多 面 的 機 能 の 一 つ で あ る 雨 水 貯 留 機 能 を 活 用 す る こ と で 、 洪 水 被 害 の 防 止 ・ 軽 減 を 図

る た め 、 多 面 的 機 能 支 払 制 度 等 を 活 用 し た 水 田 の 雨 水 貯 留 機 能 の 強 化 （ 田 ん ぼ ダ ム ） を 推 進

し ま す 。
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● ブ ラ ン ド イ メ ー ジ や タ ー ゲ ッ ト を 明 確 に し 、 戦 略 的 に 本 市 産 農 産 物 等 の P R を 行 う と と も に 、

消 費 者 や 流 通 業 者 等 に 向 け た 積 極 的 な 情 報 発 信 に よ り お 互 い の 信 頼 関 係 を 確 立 す る こ と で 、

ブ ラ ン ド 力 の 強 化 を 推 進 し ま す 。

● 本 市 産 農 産 物 等 の 放 射 性 物 質 検 査 の 実 施 と 検 査 結 果 に 関 す る 情 報 発 信 に 加 え 、 農 産 物 等 の

お い し さ な ど の 魅 力 に つ い て 、 更 な る 理 解 の 浸 透 を 図 る た め 、 農 業 者 や 行 政 の み な ら ず 、 消

費 者 と も 連 携 し 、 第 三 者 の 視 点 を 取 り 入 れ た 積 極 的 な 情 報 発 信 を 行 い ま す 。

● J A ・ 直 売 所 ・ 卸 売 市 場 等 の 販 路 を 維 持 す る と と も に 、 市 内 外 の 大 型 量 販 店 と 連 携 し た 販 売 促

進 活 動 や ふ る さ と 納 税 制 度 の 活 用 な ど 、 販 路 拡 大 を 支 援 し ま す 。 ま た 、 流 通 の 大 き な 拠 点 と

な る 卸 売 市 場 に つ い て 、 再 整 備 を 含 め た 今 後 の 施 設 の 在 り 方 検 討 を 進 め ま す 。

● 安 全 や 環 境 に 配 慮 し た 農 場 管 理 手 法 で あ る 農 業 生 産 工 程 管 理 （ G A P ） は 、 G A P 認 証 の 取 得 が

農 場 経 営 の 改 善 や 販 路 の 拡 大 に も つ な が る こ と か ら 、 関 係 機 関 ・ 団 体 等 と 連 携 し な が ら 、 認

証 取 得 の 支 援 と 消 費 者 の 理 解 醸 成 の た め 、 制 度 の 普 及 ・ 啓 発 に 努 め ま す 。

❷ 経 営 力 の 向 上

● 生 産 力 強 化 に つ な が る よ う 、 農 業 機 械 や 農 業 用 ハ ウ ス 、 集 出 荷 施 設 な ど の 農 業 設 備 や 施 設 の

導 入 を 支 援 す る こ と で 、 産 地 と し て 農 産 物 の 品 質 向 上 や 生 産 量 の 拡 大 を 図 り ま す 。

● 本 市 の 特 徴 で あ る 温 暖 多 日 照 の 気 候 条 件 や 、 広 い 市 域 に お け る 標 高 差 等 を 活 用 し た 適 地 適

作 に よ り 、 高 品 質 な 園 芸 作 物 ・ 畜 産 物 な ど 、 県 の オ リ ジ ナ ル 品 種 も 含 め た 特 色 あ る 農 業 を 推

進 し ま す 。 　

● 生 産 力 の 維 持 ・ 強 化 を 図 る た め 、 労 働 力 が 不 足 す る 地 域 や 農 繁 期 に お い て 、 農 作 業 に 従 事 す

る 人 員 の 確 保 ・ 育 成 を 支 援 し ま す 。 ま た 、 労 働 力 を 必 要 と す る 農 業 者 が 人 材 を 募 集 し や す く

す る 体 制 の 構 築 を 検 討 し ま す 。 さ ら に 、 障 が い 者 の 生 き が い 創 出 に も つ な が る 農 福 連 携 を

推 進 す る な ど 、 多 様 な 人 材 の 活 躍 に よ る 生 産 力 の 強 化 を 支 援 し ま す 。

● 農 作 業 の 省 力 化 や 効 率 化 に よ り 、 農 業 者 の 負 担 軽 減 と 生 産 性 の 向 上 を 図 る た め 、 農 業 用 ド ロ

ー ン や 自 動 運 転 機 能 を 備 え た 農 業 機 械 の 導 入 等 に よ る ス マ ー ト 農 業 を 推 進 し ま す 。 ま た 、

生 産 情 報 の 収 集 ・ 分 析 に よ る 農 業 ・ 畜 産 業 経 営 の 効 率 化 ・ 省 力 化 、 市 場 ニ ー ズ に 合 わ せ た 収 穫 ・

出 荷 管 理 な ど の 実 現 に 向 け て 、 情 報 通 信 技 術 （I C T ） の 活 用 を 推 進 し ま す 。

❶ 生 産 性 の 向 上

3.  稼 げ る 農 業 の 実 現

● 農 業 の 持 続 的 発 展 を 支 え る 農 業 生 産 基 盤 を 維 持 す る た め 、 県 や 市 、 土 地 改 良 区 、 地 元 管 理 者

が 連 携 し 、 農 道 や 農 業 水 利 施 設 （ 堰 ・ た め 池 ・ 水 路 等 ） の 維 持 ・ 整 備 な ど を 推 進 し ま す 。 ま た 、

地 域 と 連 携 し た 定 期 点 検 の 実 施 等 に よ り 、 次 世 代 に わ た っ て 持 続 可 能 な 管 理 体 制 を 確 立 し

ま す 。

● 近 年 激 甚 化 す る 自 然 災 害 に 対 応 す る た め 、 農 業 水 利 施 設 等 の 改 修 や 廃 止 な ど 、 防 災 対 策 を 集

❷ 農 業 生 産 基 盤 等 の 維 持 ・ 整 備

● 優 良 農 地 の 保 全 ・ 拡 大 を 図 る た め 、 地 域 計 画 を も と に 農 地 中 間 管 理 機 構 が 行 う 事 業 等 を 活 用

し 、 認 定 農 業 者 を は じ め 地 域 農 業 の 中 心 と な る 意 欲 あ る 担 い 手 へ の 農 地 の 集 積 ・ 集 約 化 を 推

進 し ま す 。 ま た 、 農 地 を 手 放 し た い 所 有 者 と 農 地 を 求 め る 農 業 者 の マ ッ チ ン グ を 支 援 し ま す 。

● 基 盤 整 備 に 係 る 事 業 説 明 会 等 を 実 施 し 、 そ の 効 果 や 支 援 制 度 に 関 す る 情 報 提 供 を 実 施 し 農

業 者 の 理 解 を 深 め ま す 。 ま た 、 農 作 業 の 効 率 化 や 農 地 の 有 効 活 用 が 図 ら れ る よ う 、 地 域 の ニ

ー ズ を 的 確 に 捉 え 、 地 域 の 実 情 や 立 地 条 件 に 応 じ た ほ 場 の 大 区 画 化 等 を 推 進 し ま す 。

● 農 地 パ ト ロ ー ル 等 を 実 施 し 、 遊 休 農 地 の 実 態 把 握 に 努 め る と と も に 、 農 地 中 間 管 理 機 構 が 行

う 事 業 等 を 活 用 し な が ら 、 優 良 農 地 の 確 保 と 有 効 利 用 を 促 進 し ま す 。

● 農 業 生 産 条 件 の 不 利 を 補 正 し 、 農 業 生 産 活 動 の 継 続 や 農 地 の 利 用 が 図 ら れ る よ う 、 中 山 間 地

域 等 直 接 支 払 制 度 等 を 活 用 し た 取 組 を 推 進 し ま す 。

● 持 続 的 に 農 地 の 利 用 が 図 ら れ る よ う 、 中 山 間 地 特 有 の 気 候 や 土 壌 条 件 に 適 し た 農 業 技 術 の

提 供 を 行 い ま す 。

❶ 優 良 農 地 の 保 全 ・ 拡 大

2.  次 世 代 へ の 農 業 基 盤 の 維 持 ・ 確 保

● 効 率 的 な 生 産 体 制 を 目 指 す 集 落 営 農 に つ い て 、 労 働 力 の 確 保 や コ ス ト 削 減 な ど の 具 体 的 な

メ リ ッ ト を 周 知 し な が ら 、 関 係 機 関 ・ 団 体 と 連 携 し 組 織 化 を 促 進 し ま す 。

● 福 島 県 や 本 市 に お け る 農 業 分 野 の 動 向 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る と と も に 、 新 規 参 入 に 必 要

な 施 設 ・ 機 械 等 の 導 入 や 農 地 の 確 保 な ど 、 市 内 外 の 異 業 種 企 業 や 大 規 模 経 営 体 が 参 入 し や す

く な る よ う 支 援 し ま す 。

● 営 農 目 的 で の 移 住 ・ 定 住 の 促 進 に 向 け た 情 報 発 信 や 就 農 相 談 を 行 う と と も に 、I W A KI ふ る

さ と 誘 致 セ ン タ ー と 連 携 し 、 住 ま い や 各 種 支 援 制 度 に つ い て の 一 体 的 な 支 援 を 行 い ま す 。

ま た 、 担 い 手 の 確 保 を 課 題 と す る 地 域 に 対 し て 地 域 お こ し 協 力 隊 制 度 の 活 用 等 に よ り 、 地 域

の 農 業 振 興 及 び 活 性 化 を 促 進 し ま す 。

● 女 性 経 営 者 の 育 成 や 女 性 活 躍 の 理 解 醸 成 を 図 る と と も に 、 家 族 経 営 協 定 の 締 結 等 を 通 し た

女 性 農 業 者 の 経 営 へ の 参 画 や 、 女 性 が 働 き や す い 環 境 の 整 備 に 向 け た 取 組 を 推 進 し ま す 。

❷ 多 様 な 人 材 や 企 業 の 参 入 促 進

　 中 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し ま す 。

● 水 田 の 多 面 的 機 能 の 一 つ で あ る 雨 水 貯 留 機 能 を 活 用 す る こ と で 、 洪 水 被 害 の 防 止 ・ 軽 減 を 図

る た め 、 多 面 的 機 能 支 払 制 度 等 を 活 用 し た 水 田 の 雨 水 貯 留 機 能 の 強 化 （ 田 ん ぼ ダ ム ） を 推 進

し ま す 。
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● 人 と 環 境 に や さ し い 農 業 の 普 及 が 図 ら れ る よ う 、 環 境 負 荷 が 少 な く 持 続 性 の 高 い 有 機 農 業

や 環 境 保 全 型 農 業 に 取 り 組 む 農 業 者 に 対 し 、 交 付 金 等 に よ り 支 援 し ま す 。

● 有 機 性 資 源 の 有 効 活 用 が 図 ら れ る よ う 、 耕 種 農 家 と 畜 産 農 家 が 連 携 し て 行 う 耕 畜 連 携 を 支

援 す る ほ か 、 わ ら の す き 込 み や 堆 肥 施 用 等 に よ る 土 づ く り を 推 進 し ま す 。

● 気 候 変 動 に 伴 う 栽 培 環 境 の 変 化 に 対 応 で き る よ う 、 被 害 を 回 避 ・ 軽 減 す る た め の 生 産 安 定 に

係 る 技 術 ・ 設 備 等 の 導 入 を 支 援 し ま す 。 ま た 、 気 候 変 動 に よ り 頻 発 す る 病 害 虫 被 害 を 軽 減 す

る た め の 対 策 を 支 援 し ま す 。

● 安 全 や 環 境 に 配 慮 し た 農 場 管 理 手 法 で あ る 農 業 生 産 工 程 管 理 （ G A P ） や 生 産 履 歴 記 帳 に つ い

て 、 関 係 機 関 ・ 団 体 等 と 連 携 の も と 、 普 及 ・ 啓 発 に 努 め ま す 。

❷ 環 境 や 気 候 変 動 に 対 応 し た 農 業 の 推 進

● 国 土 の 保 全 、 水 源 の か ん 養 、 自 然 環 境 の 保 全 、 良 好 な 景 観 の 形 成 等 と い っ た 農 村 が 有 す る 多

面 的 機 能 が 今 後 と も 適 切 に 維 持 ・ 発 揮 さ れ る よ う 、 交 付 金 等 を 活 用 し た 共 同 活 動 を 推 進 し ま

す 。 ま た 、 多 面 的 機 能 や 共 同 活 動 に つ い て 農 村 の 魅 力 を 発 信 す る な か で 、 市 民 全 体 に お け る

理 解 の 醸 成 を 図 り ま す 。

● 市 鳥 獣 被 害 防 止 計 画 に 基 づ き 、 地 域 住 民 の 理 解 と 協 力 を 得 な が ら 、 効 果 的 ・ 効 率 的 な 捕 獲 に

よ り 鳥 獣 被 害 の 防 止 対 策 を 図 り ま す 。 ま た 、 農 村 環 境 維 持 に 係 る 負 担 を 軽 減 す る た め 、 野 生

鳥 獣 に よ る 農 作 物 被 害 を 防 止 す る 電 気 柵 等 の 導 入 を 支 援 し ま す 。

● 地 域 農 業 の お お む ね 1 0 年 後 の 将 来 の あ り 方 を 定 め た 、 地 域 計 画 に 基 づ く 営 農 を 支 援 し 、 地

域 農 業 の 持 続 可 能 な 発 展 と 地 域 経 済 の 強 化 を 図 り ま す 。

● 農 村 の 有 す る 地 域 資 源 の さ ら な る 有 効 活 用 を 進 め る こ と で 、 付 加 価 値 の あ る 取 組 を 創 出 す

る と と も に 、 農 業 者 以 外 に も 農 業 活 動 へ 参 加 を 促 し つ つ 、 広 域 的 な 連 携 強 化 を 図 り ま す 。 こ

う し た 交 流 を 通 じ 、 食 と 生 活 を 支 え る 農 業 ・ 農 村 に 対 す る 市 民 の 理 解 を 深 め 、 農 業 の 楽 し さ

を 知 っ て も ら う こ と を 目 指 し ま す 。

❶ 農 村 環 境 の 保 全 ・ 活 用

4.  持 続 可 能 で 魅 力 あ る 農 業 ・ 農 村 づ く り

● 振 興 作 物 を 中 心 と し た 、 本 市 の 特 色 あ る 様 々 な 農 産 物 等 の 新 た な 付 加 価 値 の 創 出 や 農 業 者

の 所 得 向 上 を 図 る た め 、 加 工 施 設 等 の 導 入 や ６ 次 化 商 品 の 開 発 支 援 、 生 産 者 と 加 工 業 者 等 と

の マ ッ チ ン グ な ど 、 ６ 次 化 を 推 進 し ま す 。

● 自 然 災 害 や 価 格 下 落 等 の リ ス ク に 対 応 し 、 農 業 経 営 の 安 定 化 を 図 る た め 、 農 業 保 険 制 度 の 普

及 促 進 ・ 利 用 拡 大 を 図 り ま す 。 ま た 、 大 規 模 自 然 災 害 や 家 畜 伝 染 性 疾 病 、 植 物 病 害 虫 、 新 型

感 染 症 な ど 、 多 様 化 す る リ ス ク に 備 え た 情 報 発 信 や 体 制 整 備 を 推 進 し ま す 。

⑵ 　

● 本 市 産 農 産 物 の 家 庭 等 に お け る 消 費 の 拡 大 や 量 販 店 ・ 飲 食 店 等 で の 取 扱 い を 促 進 す る 取 組

を 実 施 す る こ と で 、 本 市 産 農 産 物 の 活 用 や 購 買 気 運 の 醸 成 を 図 り 、 地 産 地 消 を 推 進 し ま す 。

● 学 校 給 食 等 に つ い て 、 今 後 も 本 市 産 農 産 物 を 積 極 的 に 使 用 し 、 地 産 地 消 の 推 進 や 理 解 醸 成 を

促 進 し ま す 。

● 地 域 農 業 を 維 持 し て い く た め に は 消 費 者 ・ 生 産 者 間 で 理 解 を 深 め 、 と も に 支 え あ う こ と が 必

要 な こ と か ら 、 こ ど も た ち へ の 食 農 教 育 や イ ベ ン ト 等 を 通 じ た 消 費 者 と 生 産 者 の 交 流 、 顔 の

見 え る 農 業 の 実 現 に 向 け た 取 組 を 推 進 し ま す 。 ま た 、 こ れ ら の 取 組 に つ い て 効 果 的 な 情 報

発 信 を 行 い 、 参 加 者 だ け で な く 市 全 体 で の 理 解 醸 成 に 努 め ま す 。

❷ 地 産 地 消 と 食 育 の 推 進

● 担 い 手 の 確 保 や 農 業 者 の 所 得 向 上 、 農 地 の 保 全 ・ 拡 大 な ど に 向 け て 、 専 門 分 野 に 精 通 し た 農

業 関 係 機 関 ・ 団 体 等 と の 連 携 強 化 に 取 り 組 み ま す 。 ま た 、 本 市 農 業 等 の 課 題 解 決 に 向 け た 検

討 を 進 め て い く た め 、 福 島 大 学 な ど の 教 育 機 関 と の 連 携 を 深 め ま す 。

● 異 業 種 の 持 つ 技 術 ・ 知 識 を 活 か し た 生 産 性 の 向 上 や 販 路 拡 大 、 農 村 振 興 な ど を 進 め る た め 、

農 業 以 外 の 分 野 と の 交 流 ・ 連 携 を 促 進 し 、 従 来 の 農 業 で は 成 し 得 な か っ た 新 た な 価 値 の 創 造

を 目 指 し ま す 。

❶ 多 様 な 分 野 や 関 係 者 と の 連 携 強 化

5.  多 様 な 分 野 と の 連 携 強 化 や 消 費 者 と の 交 流 促 進
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● 人 と 環 境 に や さ し い 農 業 の 普 及 が 図 ら れ る よ う 、 環 境 負 荷 が 少 な く 持 続 性 の 高 い 有 機 農 業

や 環 境 保 全 型 農 業 に 取 り 組 む 農 業 者 に 対 し 、 交 付 金 等 に よ り 支 援 し ま す 。

● 有 機 性 資 源 の 有 効 活 用 が 図 ら れ る よ う 、 耕 種 農 家 と 畜 産 農 家 が 連 携 し て 行 う 耕 畜 連 携 を 支

援 す る ほ か 、 わ ら の す き 込 み や 堆 肥 施 用 等 に よ る 土 づ く り を 推 進 し ま す 。

● 気 候 変 動 に 伴 う 栽 培 環 境 の 変 化 に 対 応 で き る よ う 、 被 害 を 回 避 ・ 軽 減 す る た め の 生 産 安 定 に

係 る 技 術 ・ 設 備 等 の 導 入 を 支 援 し ま す 。 ま た 、 気 候 変 動 に よ り 頻 発 す る 病 害 虫 被 害 を 軽 減 す

る た め の 対 策 を 支 援 し ま す 。

● 安 全 や 環 境 に 配 慮 し た 農 場 管 理 手 法 で あ る 農 業 生 産 工 程 管 理 （ G A P ） や 生 産 履 歴 記 帳 に つ い

て 、 関 係 機 関 ・ 団 体 等 と 連 携 の も と 、 普 及 ・ 啓 発 に 努 め ま す 。

❷ 環 境 や 気 候 変 動 に 対 応 し た 農 業 の 推 進

● 国 土 の 保 全 、 水 源 の か ん 養 、 自 然 環 境 の 保 全 、 良 好 な 景 観 の 形 成 等 と い っ た 農 村 が 有 す る 多

面 的 機 能 が 今 後 と も 適 切 に 維 持 ・ 発 揮 さ れ る よ う 、 交 付 金 等 を 活 用 し た 共 同 活 動 を 推 進 し ま

す 。 ま た 、 多 面 的 機 能 や 共 同 活 動 に つ い て 農 村 の 魅 力 を 発 信 す る な か で 、 市 民 全 体 に お け る

理 解 の 醸 成 を 図 り ま す 。

● 市 鳥 獣 被 害 防 止 計 画 に 基 づ き 、 地 域 住 民 の 理 解 と 協 力 を 得 な が ら 、 効 果 的 ・ 効 率 的 な 捕 獲 に

よ り 鳥 獣 被 害 の 防 止 対 策 を 図 り ま す 。 ま た 、 農 村 環 境 維 持 に 係 る 負 担 を 軽 減 す る た め 、 野 生

鳥 獣 に よ る 農 作 物 被 害 を 防 止 す る 電 気 柵 等 の 導 入 を 支 援 し ま す 。

● 地 域 農 業 の お お む ね 1 0 年 後 の 将 来 の あ り 方 を 定 め た 、 地 域 計 画 に 基 づ く 営 農 を 支 援 し 、 地

域 農 業 の 持 続 可 能 な 発 展 と 地 域 経 済 の 強 化 を 図 り ま す 。

● 農 村 の 有 す る 地 域 資 源 の さ ら な る 有 効 活 用 を 進 め る こ と で 、 付 加 価 値 の あ る 取 組 を 創 出 す

る と と も に 、 農 業 者 以 外 に も 農 業 活 動 へ 参 加 を 促 し つ つ 、 広 域 的 な 連 携 強 化 を 図 り ま す 。 こ

う し た 交 流 を 通 じ 、 食 と 生 活 を 支 え る 農 業 ・ 農 村 に 対 す る 市 民 の 理 解 を 深 め 、 農 業 の 楽 し さ

を 知 っ て も ら う こ と を 目 指 し ま す 。

❶ 農 村 環 境 の 保 全 ・ 活 用

4.  持 続 可 能 で 魅 力 あ る 農 業 ・ 農 村 づ く り

● 振 興 作 物 を 中 心 と し た 、 本 市 の 特 色 あ る 様 々 な 農 産 物 等 の 新 た な 付 加 価 値 の 創 出 や 農 業 者

の 所 得 向 上 を 図 る た め 、 加 工 施 設 等 の 導 入 や ６ 次 化 商 品 の 開 発 支 援 、 生 産 者 と 加 工 業 者 等 と

の マ ッ チ ン グ な ど 、 ６ 次 化 を 推 進 し ま す 。

● 自 然 災 害 や 価 格 下 落 等 の リ ス ク に 対 応 し 、 農 業 経 営 の 安 定 化 を 図 る た め 、 農 業 保 険 制 度 の 普

及 促 進 ・ 利 用 拡 大 を 図 り ま す 。 ま た 、 大 規 模 自 然 災 害 や 家 畜 伝 染 性 疾 病 、 植 物 病 害 虫 、 新 型

感 染 症 な ど 、 多 様 化 す る リ ス ク に 備 え た 情 報 発 信 や 体 制 整 備 を 推 進 し ま す 。

⑵ 　

● 本 市 産 農 産 物 の 家 庭 等 に お け る 消 費 の 拡 大 や 量 販 店 ・ 飲 食 店 等 で の 取 扱 い を 促 進 す る 取 組

を 実 施 す る こ と で 、 本 市 産 農 産 物 の 活 用 や 購 買 気 運 の 醸 成 を 図 り 、 地 産 地 消 を 推 進 し ま す 。

● 学 校 給 食 等 に つ い て 、 今 後 も 本 市 産 農 産 物 を 積 極 的 に 使 用 し 、 地 産 地 消 の 推 進 や 理 解 醸 成 を

促 進 し ま す 。

● 地 域 農 業 を 維 持 し て い く た め に は 消 費 者 ・ 生 産 者 間 で 理 解 を 深 め 、 と も に 支 え あ う こ と が 必

要 な こ と か ら 、 こ ど も た ち へ の 食 農 教 育 や イ ベ ン ト 等 を 通 じ た 消 費 者 と 生 産 者 の 交 流 、 顔 の

見 え る 農 業 の 実 現 に 向 け た 取 組 を 推 進 し ま す 。 ま た 、 こ れ ら の 取 組 に つ い て 効 果 的 な 情 報

発 信 を 行 い 、 参 加 者 だ け で な く 市 全 体 で の 理 解 醸 成 に 努 め ま す 。

❷ 地 産 地 消 と 食 育 の 推 進

● 担 い 手 の 確 保 や 農 業 者 の 所 得 向 上 、 農 地 の 保 全 ・ 拡 大 な ど に 向 け て 、 専 門 分 野 に 精 通 し た 農

業 関 係 機 関 ・ 団 体 等 と の 連 携 強 化 に 取 り 組 み ま す 。 ま た 、 本 市 農 業 等 の 課 題 解 決 に 向 け た 検

討 を 進 め て い く た め 、 福 島 大 学 な ど の 教 育 機 関 と の 連 携 を 深 め ま す 。

● 異 業 種 の 持 つ 技 術 ・ 知 識 を 活 か し た 生 産 性 の 向 上 や 販 路 拡 大 、 農 村 振 興 な ど を 進 め る た め 、

農 業 以 外 の 分 野 と の 交 流 ・ 連 携 を 促 進 し 、 従 来 の 農 業 で は 成 し 得 な か っ た 新 た な 価 値 の 創 造

を 目 指 し ま す 。

❶ 多 様 な 分 野 や 関 係 者 と の 連 携 強 化

5.  多 様 な 分 野 と の 連 携 強 化 や 消 費 者 と の 交 流 促 進

I  第 ３ 章 　 本 市 農 業 ・ 農 村 の 目 指 す 姿 と そ の 実 現 の た め の 施 策  I 第 ４ 節 　 基 本 施 策
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　 本 計 画 の 基 本 理 念 を 実 現 さ せ る た め に は 、 農 業 生 産 の 主 体 で あ る 農 業 者 の 自 主 性 を 尊 重 し な

が ら 、 地 域 農 業 の 中 心 と な る 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 や 生 産 性 ・ 経 営 力 の 向 上 な ど 、 農 業 ・ 農 村 の 持

続 的 発 展 ・ 活 性 化 の た め の 施 策 を 総 合 的 に 推 進 し て い く 必 要 が あ り ま す 。

　 本 計 画 の 推 進 に あ た っ て は 、 農 業 者 、 関 係 機 関 ・ 団 体 、 市 民 （ 消 費 者 ） 等 の 各 主 体 と の 連 携 ・

協 働 に よ り 、 各 種 施 策 を 推 進 し て い く こ と と し ま す 。

第 ４ 章 　 計 画 の 推 進 体 制 と 進 行 管 理

第 １ 節 　 計 画 の 推 進 体 制 と 各 主 体 の 役 割

　 本 計 画 の 基 本 理 念 を 実 現 す る た め 、 毎 年 度 の 行 政 評 価 シ ス テ ム の P D C A サ イ ク ル( 計 画 Pl a n 、

実 行 D o 、 評 価 C h e c k 、 改 善 A c ti o n) に よ り 、 見 つ か っ た 改 善 点 を 次 の 年 度 の 事 業 計 画 、 さ ら に は 、

次 期 計 画 に つ な げ 、 本 計 画 を 継 続 的 に 改 善 し な が ら 、 基 本 方 針 の 推 進 を 図 っ て い き ま す 。 　 　

　 ま た 、 そ の 評 価 （ C h e c k ） 機 関 と し て 、 生 産 者 や 関 係 団 体 ・ 機 関 を 中 心 に 進 行 管 理 の 組 織 （ 庁 外 ：

い わ き 市 農 業 ・ 農 村 振 興 基 本 計 画 審 議 委 員 会 、 庁 内 ： い わ き 市 農 業 ・ 農 村 振 興 基 本 計 画 庁 内 審

議 会 ） を 設 け 、 各 基 本 方 針 の 進 捗 状 況 を 定 期 的 に 確 認 す る と と も に 、 そ の 実 施 状 況 の 点 検 と 実

施 し た 事 業 の 成 果 を 評 価 し 、 次 の 事 業 へ の 展 開 を 改 善 す る こ と に 併 せ 、 農 業 を 取 り 巻 く 社 会 情

勢 の 変 化 に 対 応 し て い く た め 、 国 ・ 県 の 動 向 や 施 策 展 開 等 を 計 画 に 反 映 さ せ て い く な ど の フ ォ

ロ ー ア ッ プ を 行 い ま す 。

第 ２ 節 　 計 画 の 進 行 管 理

１.  農 業 者 に 期 待 す る 役 割

　 農 業 ・ 農 村 は 、 市 民 生 活 の 根 幹 を 成 す 「 食 」 の 安 定 供 給 だ け で は な く 、 国 土 の 保 全 、 水 源 の か

ん 養 、 自 然 環 境 の 保 全 等 の 多 面 的 な 機 能 を 担 っ て い る こ と か ら 、 農 業 者 に は 、「 誇 り 」 と 「 意 欲 」

を 持 っ て 農 業 生 産 活 動 に 取 り 組 み 、 消 費 者 ニ ー ズ を 的 確 に 捉 え 、 農 業 経 営 の 持 続 的 ・ 安 定 的 な

発 展 に 向 け 、 企 画 能 力 や 経 営 感 覚 の 向 上 に 努 め る と と も に 、 農 村 地 域 の 活 性 化 に 中 心 的 な 役 割

を 果 た す こ と を 期 待 し ま す 。

３.  市 民 に 期 待 す る 役 割

　 市 民 に は 、 農 業 ・ 農 村 の 持 つ 役 割 を 十 分 に 理 解 し 、 可 能 な 限 り 本 市 産 農 産 物 等 を 利 用 し 、 地

産 地 消 の 考 え を 実 行 す る と と も に 、 本 市 農 業 ・ 農 村 に 積 極 的 に 親 し み 、 魅 力 の 発 信 者 と な っ て

い た だ く よ う 期 待 し ま す 。

４.  市 の 役 割

　 本 市 農 業 ・ 農 村 の 目 指 す べ き 姿 の 実 現 に 向 け て 、 国 ・ 県 及 び 関 係 機 関 ・ 団 体 と 連 携 を 図 り な

が ら 、 基 本 方 針 を 中 心 と し て 、 施 策 ・ 事 業 を 総 合 的 ・ 計 画 的 に 推 進 し ま す 。 ま た 、 市 民 に 対 し 、

農 業 ・ 農 村 が 果 た し て い る 役 割 に つ い て 十 分 に 広 報 ・ 発 信 を 行 い 、 市 民 の 理 解 を 深 め て い く よ

う に 努 め ま す 。

２.  関 係 機 関 ・ 団 体 に 期 待 す る 役 割

　 J A を は じ め と す る 農 業 関 係 団 体 、 産 業 支 援 機 関 、 高 等 教 育 機 関 、 流 通 業 者 等 の 各 団 体 ・ 機 関

に は 、 行 政 と の 連 携 を 強 化 し 、 農 業 ・ 農 村 の 振 興 に 主 体 的 な 役 割 を 果 た す よ う 期 待 し ま す 。

　 ま た 、 農 業 関 係 団 体 に つ い て は 、 営 農 指 導 の 強 化 を 図 り 、 販 売 ・ 流 通 体 制 の 充 実 と 農 業 者 ・ 後

継 者 組 織 の 育 成 に 力 を 発 揮 し 、 一 層 地 域 に 根 ざ し た 役 割 を 充 実 し て い く よ う 期 待 し ま す 。

● 毎 年 度 の 予 算 要 求

● 下 位 計 画 の 策 定

● 事 業 計 画 の 策 定

　 な ど

● 毎 年 度 の 事 業 実 施

　 な ど

● 次 年 度 の 予 算 要 求

● 下 位 計 画 の 修 正

　 な ど

● 審 議 委 員 会 に よ る

　 庁 外 評 価

● 庁 内 審 議 会 に よ る

　 評 価

Pl a n
計 画

A cti o n
改 善

C h e c k
評 価

D o
実 行
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　 本 計 画 の 基 本 理 念 を 実 現 さ せ る た め に は 、 農 業 生 産 の 主 体 で あ る 農 業 者 の 自 主 性 を 尊 重 し な

が ら 、 地 域 農 業 の 中 心 と な る 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 や 生 産 性 ・ 経 営 力 の 向 上 な ど 、 農 業 ・ 農 村 の 持

続 的 発 展 ・ 活 性 化 の た め の 施 策 を 総 合 的 に 推 進 し て い く 必 要 が あ り ま す 。

　 本 計 画 の 推 進 に あ た っ て は 、 農 業 者 、 関 係 機 関 ・ 団 体 、 市 民 （ 消 費 者 ） 等 の 各 主 体 と の 連 携 ・

協 働 に よ り 、 各 種 施 策 を 推 進 し て い く こ と と し ま す 。

第 ４ 章 　 計 画 の 推 進 体 制 と 進 行 管 理

第 １ 節 　 計 画 の 推 進 体 制 と 各 主 体 の 役 割

　 本 計 画 の 基 本 理 念 を 実 現 す る た め 、 毎 年 度 の 行 政 評 価 シ ス テ ム の P D C A サ イ ク ル( 計 画 Pl a n 、

実 行 D o 、 評 価 C h e c k 、 改 善 A c ti o n) に よ り 、 見 つ か っ た 改 善 点 を 次 の 年 度 の 事 業 計 画 、 さ ら に は 、

次 期 計 画 に つ な げ 、 本 計 画 を 継 続 的 に 改 善 し な が ら 、 基 本 方 針 の 推 進 を 図 っ て い き ま す 。 　 　

　 ま た 、 そ の 評 価 （ C h e c k ） 機 関 と し て 、 生 産 者 や 関 係 団 体 ・ 機 関 を 中 心 に 進 行 管 理 の 組 織 （ 庁 外 ：

い わ き 市 農 業 ・ 農 村 振 興 基 本 計 画 審 議 委 員 会 、 庁 内 ： い わ き 市 農 業 ・ 農 村 振 興 基 本 計 画 庁 内 審

議 会 ） を 設 け 、 各 基 本 方 針 の 進 捗 状 況 を 定 期 的 に 確 認 す る と と も に 、 そ の 実 施 状 況 の 点 検 と 実

施 し た 事 業 の 成 果 を 評 価 し 、 次 の 事 業 へ の 展 開 を 改 善 す る こ と に 併 せ 、 農 業 を 取 り 巻 く 社 会 情

勢 の 変 化 に 対 応 し て い く た め 、 国 ・ 県 の 動 向 や 施 策 展 開 等 を 計 画 に 反 映 さ せ て い く な ど の フ ォ

ロ ー ア ッ プ を 行 い ま す 。

第 ２ 節 　 計 画 の 進 行 管 理

１.  農 業 者 に 期 待 す る 役 割

　 農 業 ・ 農 村 は 、 市 民 生 活 の 根 幹 を 成 す 「 食 」 の 安 定 供 給 だ け で は な く 、 国 土 の 保 全 、 水 源 の か

ん 養 、 自 然 環 境 の 保 全 等 の 多 面 的 な 機 能 を 担 っ て い る こ と か ら 、 農 業 者 に は 、「 誇 り 」 と 「 意 欲 」

を 持 っ て 農 業 生 産 活 動 に 取 り 組 み 、 消 費 者 ニ ー ズ を 的 確 に 捉 え 、 農 業 経 営 の 持 続 的 ・ 安 定 的 な

発 展 に 向 け 、 企 画 能 力 や 経 営 感 覚 の 向 上 に 努 め る と と も に 、 農 村 地 域 の 活 性 化 に 中 心 的 な 役 割

を 果 た す こ と を 期 待 し ま す 。

３.  市 民 に 期 待 す る 役 割

　 市 民 に は 、 農 業 ・ 農 村 の 持 つ 役 割 を 十 分 に 理 解 し 、 可 能 な 限 り 本 市 産 農 産 物 等 を 利 用 し 、 地

産 地 消 の 考 え を 実 行 す る と と も に 、 本 市 農 業 ・ 農 村 に 積 極 的 に 親 し み 、 魅 力 の 発 信 者 と な っ て

い た だ く よ う 期 待 し ま す 。

４.  市 の 役 割

　 本 市 農 業 ・ 農 村 の 目 指 す べ き 姿 の 実 現 に 向 け て 、 国 ・ 県 及 び 関 係 機 関 ・ 団 体 と 連 携 を 図 り な

が ら 、 基 本 方 針 を 中 心 と し て 、 施 策 ・ 事 業 を 総 合 的 ・ 計 画 的 に 推 進 し ま す 。 ま た 、 市 民 に 対 し 、

農 業 ・ 農 村 が 果 た し て い る 役 割 に つ い て 十 分 に 広 報 ・ 発 信 を 行 い 、 市 民 の 理 解 を 深 め て い く よ

う に 努 め ま す 。

２.  関 係 機 関 ・ 団 体 に 期 待 す る 役 割

　 J A を は じ め と す る 農 業 関 係 団 体 、 産 業 支 援 機 関 、 高 等 教 育 機 関 、 流 通 業 者 等 の 各 団 体 ・ 機 関

に は 、 行 政 と の 連 携 を 強 化 し 、 農 業 ・ 農 村 の 振 興 に 主 体 的 な 役 割 を 果 た す よ う 期 待 し ま す 。

　 ま た 、 農 業 関 係 団 体 に つ い て は 、 営 農 指 導 の 強 化 を 図 り 、 販 売 ・ 流 通 体 制 の 充 実 と 農 業 者 ・ 後

継 者 組 織 の 育 成 に 力 を 発 揮 し 、 一 層 地 域 に 根 ざ し た 役 割 を 充 実 し て い く よ う 期 待 し ま す 。

● 毎 年 度 の 予 算 要 求

● 下 位 計 画 の 策 定

● 事 業 計 画 の 策 定

　 な ど

● 毎 年 度 の 事 業 実 施

　 な ど

● 次 年 度 の 予 算 要 求

● 下 位 計 画 の 修 正

　 な ど

● 審 議 委 員 会 に よ る

　 庁 外 評 価

● 庁 内 審 議 会 に よ る

　 評 価

Pl a n
計 画

A cti o n
改 善
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い わ き 市 農 業 ・ 農 村 振 興 基 本 計 画 審 議 委 員 会
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